
令和７年５月２３日 

 

美深町議会議長 南   和 博  様 

 

総務住民常任委員会委員長 小 口 英 治  

 

所管事務調査報告 

 

本委員会は、下記の事項について閉会中に所管事務調査を行ったので、会議規則第７７条

の規定により報告する。 

記 

 
調査日 

令和７年５月１２日 

 

調査事項 

 消防業務の現状と課題について 

 

調査内容 

①緊急通報装置の機能及び配備状況並びに更新計画 

②消防職員及び団員の状況と今後の配置計画 

③団員の訓練内容と出席状況、緊急時の配置計画 

④消防機材の配備状況と更新計画 

⑤救急搬送の状況（過去３年の月別搬送人数、搬送先、疾病の種別） 

 

調査方法 

聞き取り 

 

 

①緊急通報装置の機能及び配備状況並びに更新計画 

緊急通報装置は、保健福祉課が主体となって民生委員などと協議し、必要性のある世

帯に設置を提案、その後、消防署に設置が依頼される。 

緊急通報装置の構成は、端末機、ハンズフリー、ペンダントと各種センサー（ガス・

煙・熱）である（機能については資料１を参照）。 

４月１日現在４３世帯に設置され、令和６年度中の緊急要請は３件だった。 

年に１回、電池交換と併せて機器の点検を実施している。 

令和５年度から毎年２０台を更新し、令和７年度は６０台の運用を予定している。 

今後は、「マイナ救急」としてマイナンバーカードによる情報共有が進められ、現在活



用されている安心ほっとカプセルより多くの情報が救急搬送時に利用されると思われる

が、そのためには高齢者のマイナンバーカードと健康保険証の連携が必要である。 

 

②消防職員及び団員の状況と今後の配置計画 

４月１日現在の消防職員は１８名、消防団員は定数７０名に対し６５名（５名不足）

が組織されている。 

団員数の充足のため、分団幹部からの声かけや勧誘、祭り等の行事の際に宣伝活動を

行っているが、入団希望者が少ないのが現状となっており、全国的にも消防団員数の減

少が課題となっている。 

消防職員は、救命士等の高齢化に伴い、若年者の育成と有資格者の確保を計る必要が

あり、職場環境の健全化による職務意欲の維持向上にも力を入れたいとしている。 

 

③団員の訓練内容と出席状況、緊急時の配置計画 

定期的に消防団の訓練が行われているが、以前までは日付を固定した実施であり、土

曜日・日曜日、祝日には参加人数が少なくなる傾向であった。 

そのため、今年度からはできる限り参加人数を増やすため、平日の仕事終わりに参加

できる時間に変更している。 

招集方法としては、事前に招集日を伝えた上で、電話以外にスマートフォンアプリを

活用して実施する予定である。 

消防署は、火災はもとより、救急救命、災害対策に対しても体制強化を行っている。 

 

④消防機材の配備状況と更新計画 

消防機材は、ポンプ車、救急車等の車両、救助船などがあり、万全を図るためにも、

計画的な更新に努めている（資料２）。 

 

⑤救急搬送の状況（過去３年の月別搬送人数、搬送先、疾病の種別） 

救急搬送は令和４年が２３４件（うち美深１２９人、名寄９２人）、令和５年が２５８

件（うち美深１５０人、名寄８９人）、令和６年が３００件（うち美深１７３人、名寄１

１５人）、令和７年１～３月が６１件（うち美深３２人、名寄２７人）、そのほかにドク

ターヘリでの搬送が年数件ある。 

令和６年では消化器系の割合が比較的多く、腸炎、腸閉塞の疾病が増えた（資料３）。 

国の方針として、マイナ救急による主治医、病院情報の活用が進められており、美深

町においても今後、体制を整備しなければならない。 

なお、この委員会の調査当日には、実際に携帯電話を使った１１９番通報【訓練】を

行うことができ、理解を深めることもできた。 

 

 

 

 



調査のまとめ 

緊急通報装置は、保健福祉課において設置が必要な高齢者独居世帯や高齢者夫婦世帯

に装置の機能について説明を行った上で、消防署が設置している。 

設置世帯数は人口減少に伴い年々減少傾向にあるが、予備機もあることから、有効利

用を図る必要がある。 

また、緊急通報装置をより有効に活用するため、今後施行されるマイナ救急との連携

が求められる。 

消防職員については、救急救命士の高齢化により若い世代の育成が必要となっており、

若い世代が働きやすい職場環境を整える事に重点を置いている。 

消防団員は新規入団希望者が少なく、定員７０名に対して調査時点では６５名であ

り、５名の欠員が生じている。 

なり手不足は全国的な問題であるが、今後もお祭りなどの行事でのＰＲ活動を継続す

るほか、民間のみならず行政職の参加により充足率が向上している事例もある。 

過去３年間の消防団員の訓練への出動状況には減少傾向がみられるが、今年度から団

員が参加しやすいよう訓練日程を平日の仕事が終わる時間に変更している。 

美深町の救急搬送件数は年々増加傾向であり、救急搬送時に効率よく、患者が希望す

る病院により適切に搬送できるよう、今後はマイナ救急の活用も求められる。 

  



資料１ 

 

 

  



資料２ 

 

消防機材の配備状況と更新計画 

車（船）名  車 種 （ 形 状 ） 定 員 購 入 年 月 更 新 計 画

美 深 タ ン ク 1 日 野 ２ ｔ 水 槽 付 ポ ン プ 車 ６ 名 Ｈ ２ ７ ． １ ０ 未 定

美 深 団 1 日 野 ポ ン プ 車 ７ 名 Ｒ  ２ ． ９ 未 定

美 深 団 2 ｲ ｽ ｽ ﾞ ポ ン プ 車 １ ０ 名 Ｈ  ４ ． １ ０ 令 和 ８ 年 度

美 深 団 3 三 菱 ポ ン プ 車 ８ 名 Ｈ  ９ ． １ ２ 未 定

美 深 水 槽 1 日 野 小 型 ポ ン プ 付 水 槽 車 ３ 名 Ｈ １ ０ ． １ ２ 令 和 １ ２ 年 度

美 深 団 水 槽 1 ｲ ｽ ｽ ﾞ 小 型 ポ ン プ 付 水 槽 車 ３ 名 Ｈ  ８ ． １ ２ 未 定

美 深 救 急 1 ﾄ ﾖ ﾀ 救 急 車 ８ 名 Ｈ ２ ８ ．  ２ 令 和 １ ０ 年 度

美 深 指 揮 1 ﾄ ﾖ ﾀ バ ン 型 指 揮 連 絡 車 ９ 名 Ｈ ２ ５ ．  ３ 未 定

美深防災 1(軽) ﾀ ﾞ ｲ ﾊ ﾂ 防 災 パ ト ロ ー ル 車 ４ 名 Ｈ ２ ６ ．  ３ 未 定

作 業 車 ﾄ ﾖ ﾀ 1 t 平ボディー型ﾄﾗｯ ｸ ３ 名 Ｈ １ ３ ．  ５ 令 和 ９ 年 度

ボ ー ト ト レ ー ラ ー ｴ ｽ ｺ 救 助 船 搬 送 用 ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ － Ｓ ５ ９ ．  ３ 令 和 １ １ 年 度

第 ２ 松 山 丸 ｱ ｷ ﾚ ｽ 合 成 ゴ ム 製 救 助 船 ６ 名 Ｈ ２ ７ ．  ３ 未 定

 

※消防車は、概ね３０年経過で更新予定。 

※救急車は、概ね 10 年経過で更新予定。 

※各種バッテリーは、概ね 5 年毎に交換。 

※タイヤは、大型車両は概ね 10 年で交換、普通車両は概ね 5 年で交換。 

  



資料３  
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